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二
月
定
例
理
事
会　
　
　
　
　

二
月
二
十
六
日

一
、
平
成
三
十
年
度
貸
倒
引
当
金
等
の
承
認
及

　

び
決
算
状
況
報
告
に
つ
い
て

　
　

決
算
の
方
式
が
審
議
さ
れ
、
平
成
三
十
年

　

度
決
算
（
貸
借
対
照
表
前
年
比
較
）
等
の
説

　

明
（
仮
確
定
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
、
平
成
三
十
一
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て
（
案
）

　
　

不
祥
事
未
然
防
止
に
係
る
基
本
的
考
え
方
、

　

行
動
計
画
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

三
、
平
成
三
十
一
年
度
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
個
人
情

　

報
保
護
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
（
案
）

　
　

個
人
情
報
保
護
と
適
正
な
利
用
を
図
る
こ

　

と
を
目
的
に
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る

　

個
人
情
報
保
護
体
制
、
取
組
内
容
に
つ
い
て

　

審
議
し
ま
し
た
。

四
、
平
成
三
十
年
度
末
賞
与
支
給
に
つ
い
て

　
　

０
．
８
ヶ
月
の
支
給
を
審
議
し
ま
し
た
。

五
、
平
成
三
十
年
度
剰
余
金
の
処
分
案
に
つ
い

　

て

　
　

第
二
十
期
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
審
議

　

し
ま
し
た
。

三
月
定
例
理
事
会　
　
　
　
　

三
月
二
十
七
日

一
、
会
計
監
査
人
へ
の
監
査
報
酬
に
つ
い
て

　
　

会
計
監
査
人
へ
の
監
査
報
酬
に
つ
い
て
審

　

議
し
ま
し
た
。

二
、
総
代
会
提
出
議
案
及
び
地
区
説
明
会
開
催

　

日
程
に
つ
い
て

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ

　

る
第
二
十
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
及
び
総

　

代
会
に
伴
う
地
区
説
明
会
開
催
日
程
に
つ
い

　

て
審
議
し
ま
し
た
。

三
、
平
成
三
十
年
度
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
報

　

告
書
に
つ
い
て

　
　

常
例
検
査
に
お
け
る
指
摘
事
項
に
対
す
る

　

回
答
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

四
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
制
定
に

　

つ
い
て
（
案
）

　
　

会
社
法
に
お
け
る
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を

　

参
考
に
当
組
合
に
お
い
て
も
「
内
部
統
制
シ

　

ス
テ
ム
基
本
方
針
」
を
導
入
し
、
こ
れ
に
基

　

づ
き
当
組
合
の
内
部
統
制
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
確

　

認
す
る
必
要
が
あ
り
、
既
に
あ
る
当
組
合
の

　

内
部
統
制
（
各
種
方
針
や
規
程
、
取
り
組
み

　

等
）
を
整
理
・
見
え
る
化
し
、
理
事
は
担
当

　

業
務
に
お
け
る
統
制
を
各
部
門
に
指
示
し
、

　

各
部
門
が
整
備
に
取
り
組
む
体
制
を
構
築
す

　

る
為
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
制

　

定
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

五
、
当
組
合
に
お
け
る
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書

　

作
成
に
つ
い
て

　
　
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す

　

る
法
律
」な
ら
び
に
金
融
庁
が
公
表
し
た「
マ

　

ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供

　

与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い

　

て
、
金
融
機
関
等
の
特
定
事
業
者
は
、
公
安

　

委
員
会
が
毎
年
公
表
す
る
「
犯
罪
収
益
移
転

　

危
険
度
調
査
書
」
等
の
内
容
を
勘
案
し
て
自

　

ら
の
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
を

　

特
定
・
評
価
し
、
当
該
リ
ス
ク
を
適
切
に
低

　

減
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

　

に
対
応
す
る
た
め
当
組
合
に
お
い
て
も
信
用

　

事
業
・
共
済
事
業
・
宅
建
事
業
を
対
象
と
し

　

て
リ
ス
ク
評
価
書
の
作
成
が
必
要
と
な
る
為
、

　

当
組
合
に
お
け
る
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書
作

　

成
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

六
、
諸
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　

就
業
規
則
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
就
業
規
則
、

　

育
児
休
職
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
審
議

　

し
ま
し
た
。

七
、
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

　
　

不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て
審
議
し

　

ま
し
た
。

八
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
融
資
要
項
の
改
正
に

　

つ
い
て

　
　

基
金
協
会
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
（
約
定
返
済

　

型
・
一
般
型
Ａ
）、
Ｋ
Ｈ
Ｌ
住
宅
ロ
ー
ン

　
（
新
築
・
購
入
コ
ー
ス
）、
融
資
要
項
（
統
一

　

版
）、
Ｋ
Ｈ
Ｌ
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
（
一
般

　

型
Ｂ
）、
ニ
コ
ス
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
（
一
般

　

型
Ｃ
）、
ニ
コ
ス
教
育
ロ
ー
ン
（
一
般
型
Ｃ
）、

　

ニ
コ
ス
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
（
一
般
型
Ｃ
、
目

　

的
型
）、ニ
コ
ス
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
（
一
般
型
Ｃ
、

　

フ
リ
ー
型
）、
ジ
ャ
ッ
ク
ス
フ
リ
ー
ロ
ー
ン

　
（
ジ
ャ
ッ
ク
ス
保
証
型
）、
ジ
ャ
ッ
ク
ス
Ｊ
Ａ

　

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
（
ジ
ャ
ッ
ク
ス
保
証
型
）
融

　

資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

　

た
。

　

以
上
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

営業時間の変更について
５月から10月末までの期間は

８時３０分～５時３０分
までの夏時間営業となります。

（信用業務については、９時～３時までとなります）



　2019年度の事業開始に伴い人事異動を行いました。

　このたびの異動により、組合員およびお客様にはご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、ご協力

およびご指導のほどよろしくお願いいたします。

2019年度 人 事 異 動

2019年度異動者及び採用者一覧
氏 名 ふりがな 2019年度 2018年度
雨 宮　　 仁 あめみや　まさし 企画総務部部長 渉外部部長
樋 口 雅 喜 ひぐち　まさき 企画総務部次長兼総合企画課課長 企画総務部総合企画課課長
三 枝 智 美 さいぐさ　ともみ 企画総務部人事課担当 一宮西支所信用課担当
渡 邉 啓 子 わたなべ　けいこ 監査室兼監事事務担当 一宮西支所共済課担当
村 松 秀 仁 むらまつ　ひでひと 信用部融資支援課兼債権管理課長 企画総務部債権管理課課長
川本　雄一郎 かわもと　ゆういちろう 信用部ローンセンター長 企画総務部債権管理課担当
宇 野 真 樹 うの　まさき 信用部ローンセンター担当 豊富支所指導販売課担当
岩 間　　 悠 いわま　はるか 信用部貯金為替課担当（嘱託） 岡部支所信用共済担当（嘱託）
早 川 友 規 はやかわ　ともき 共済部事務保全課担当 豊富支所信用共済担当
荻 原 潤 平 おぎはら　じゅんぺい 共済部事務保全課担当 共済部事故相談課担当
竜 沢 方 宏 たつざわ　みちひろ 共済部事故相談課課長 共済部事務保全課担当（共栄火災代理店）
齊 藤 未 莉 さいとう　みらい 共済部事故相談課担当（新採用見習）
丹 澤　　 功 たんざわ　いさお 渉外部部長 富士見支所支所長
長 田 文 丈 おさだ　ふみたけ 渉外部課長（西部ブロックリーダー中道南支所） 渉外部課長（西部ブロックサブリーダー中道北支所）
大 村 夏 紀 おおむら　なつき 渉外部渉外担当（西部ブロック中道北支所） 渉外部渉外担当（西部ブロック中道南支所）
山 口 健 次 やまぐち　けんじ 渉外部課長（御坂ブロックリーダー御坂西支所） 渉外部係長（一宮ブロックサブリーダー一宮西支所）
後 藤 純 也 ごとう　じゅんや 渉外部係長（中央ブロックサブリーダー八代支所） 渉外部渉外担当（中央ブロック八代支所）
稲 山 宏 樹 いなやま　ひろき 渉外部渉外担当（中央ブロック境川支所） 信用部ローンセンター課担当
神 山　　 努 かみやま　つとむ 渉外部渉外担当（石和ブロック岡部支所） 共済部事務保全課担当
内 田 久 雄 うちだ　ひさお 渉外部渉外担当（石和ブロック石和支所） 購買部葬祭センター担当
横 瀬　　 誠 よこせ　まこと 渉外部係長（一宮ブロックサブリーダー一宮西支所） 渉外部係長（中央ブロックサブリーダー八代支所）
三 枝　　 誠 さえぐさ　まこと 購買部生活資材課課長 一宮西支所購買課課長
木村　けい子 きむら　けいこ 購買部生活資材課担当 御坂西支所信用課担当
橘 田 良 彦 きった　よしひこ 購買部農機自動車センター御坂農機担当（パート） 購買部農機自動車センター八代農機担当（嘱託）
小宮山　尊之 こみやま　たかゆき 購買部農機自動車センター一宮農機担当 購買部農機自動車センター御坂農機担当
古 屋 祐 樹 ふるや　ゆうき 購買部葬祭センター担当（新採用見習）
飯 室 有 平 いいむろ　ゆうへい 指導販売部指導課担当（新採用見習）
藤 巻　　 仁 ふじまき　ひとし 指導販売部販売課担当 中道北支所指導販売担当
西 海　　 憲 にしがい　さとし 指導販売部営農支援センター長 指導販売部営農支援センター担当
市 川　　 篤 いちかわ　あつし 指導販売部営農支援センター担当 芦川経済支所購買担当
萩 原　　 亨 はぎはら　とおる 八代支所共済課課長 豊富支所支所長代理兼信用共済課長
広 瀬　　 宝 ひろせ　たから 八代支所購買課課長 豊富支所購買課課長
中 丸 育 哉 なかまる　いくや 八代支所八代給油所責任者担当 豊富支所購買課担当
青 山 拓 史 あおやま　たくみ 八代支所指導課担当（新採用見習）
代 永 貴 敏 よなが　たかとし 御所経済支所支所長代理兼経済課長 指導販売部営農支援センター長
小 松 怜 央 こまつ　れお 御所経済支所経済担当 御所経済支所購買兼販売担当
志 村 香 里 しむら　かおり 御所経済支所経済担当 御所経済支所販売兼購買担当
森 山 洋 一 もりやま　よういち 岡部支所支所長 御坂西支所支所長
深 澤 節 子 ふかさわ　せつこ 岡部支所信用共済担当（嘱託） 一宮南支所信用共済担当（嘱託）
本多　明香里 ほんだ　あかり 岡部支所信用共済担当（新採用見習）
岡 本　　 環 おかもと　たまき 岡部支所購買課担当 購買部生産資材課担当
標　　 恒 太 しめぎ　こうた 岡部支所指導販売担当 石和支所購買課担当
若 杉 由 衣 わかすぎ　ゆい 石和支所信用共済担当 岡部支所購買課担当
杉 原 梨 絵 すぎはら　りえ 石和支所信用共済担当（嘱託） 一宮西支所共済課担当（嘱託）
山 田 教 博 やまだ　たかひろ 石和支所購買課担当 渉外部渉外担当（石和ブロック岡部支所）
天 川 貴 弘 てかわ　たかひろ 石和支所指導販売担当 境川支所指導販売担当
角田　あゆみ つのだ　あゆみ 境川支所信用共済課長 一宮南支所支所長代理兼信用共済課長
橘 田 結 佳 きった　ゆか 境川支所信用共済担当（嘱託） 富士見支所信用共済担当（嘱託）
横 瀬　　 博 よこせ　ひろし 境川支所購買課課長 御所経済支所支所長代理兼購買課長
三 澤 由 果 みさわ　ゆか 境川支所購買課担当 監査室担当
石 原　　 賢 いしはら　けん 境川支所支所長代理兼指導販売課長 境川支所指導販売課長
玉 川 正 幸 たまがわ　まさゆき 境川支所指導販売担当 境川支所購買課担当



氏 名 ふりがな 2019年度 2018年度
鶴 田 裕 美 つるた　ゆみ 中道北支所信用共済担当（嘱託） 信用部貯金為替課担当（嘱託）
小 野 洋 子 おの　ようこ 中道北支所信用共済担当（再雇用嘱託） 中道北支所信用共済担当（嘱託）
渡 邉 淳 司 わたなべ　じゅんじ 中道北支所購買課担当 中道北支所指導販売担当
中 嶌　　 健 なかじま　たけし 中道北支所指導販売担当 指導販売部販売課担当
滝 沢 大 樹 たきざわ　だいき 中道北支所指導販売担当 中道北支所購買課担当
青 山 奈 央 あおやま　なお 中道南支所信用共済担当 八代支所信用課担当
長 田 良 徳 おさだ　よしのり 豊富支所支所長代理兼信用共済課長 八代支所共済課課長
瀬戸　佐友里 せと　さゆり 豊富支所信用共済担当 中道北支所信用共済担当
青 木　　 滋 あおき　しげる 豊富支所購買課課長 富士見支所購買課課長
橘 田 健 司 きった　けんじ 豊富支所購買課担当 石和支所指導販売担当
大 原 堅 志 おおはら　けんし 豊富支所購買課担当（嘱託） 信用部ローンセンター課担当（嘱託）
平 塚 和 也 ひらつか　かずや 御坂西支所支所長 御坂東支所支所長
鈴 木 正 子 すずき　まさこ 御坂西支所支所長代理兼信用課課長 御坂西支所信用課課長
石原　理紗子 いしはら　りさこ 御坂西支所信用課担当（新採用見習）
松 本 信 也 まつもと　しんや 御坂西支所共済課課長 渉外部課長（御坂ブロックリーダー御坂西支所）
瀬 戸 弓 顧 せと　ゆみ 御坂西支所共済課担当 富士見支所信用共済担当
河 野 利 朗 こうの　としあき 御坂西支所御坂第一出張所経済担当 御坂西支所御坂第一出張所購買担当
石 倉 貴 成 いしくら　たかなり 御坂西支所御坂第一出張所経済担当 御坂西支所御坂第一出張所購買担当
五 味 信 一 ごみ　しんいち 御坂西支所御坂第一出張所経済担当（嘱託） 御坂西支所御坂第二出張所購買担当（嘱託）
古 屋 国 貴 ふるや　くにたか 御坂西支所御坂第二出張所経済担当 御坂西支所御坂第二出張所購買担当
風 間 将 人 かざま　まさと 御坂西支所御坂第二出張所経済担当 御坂西支所御坂第二出張所購買担当
神 谷 光 二 かみや　こうじ 御坂東支所支所長 御坂西支所支所長代理兼共済課課長
松 山　　 節 まつやま　たかし 御坂東支所支所長代理兼信用共済課長 信用部ローンセンター課長
矢 野 公 彦 やの　きみひこ 御坂東支所経済課長兼第三共選場長 御坂東支所購買課長兼第三共選場長
上 町 直 也 かんまち　なおや 御坂東支所経済担当 御坂東支所購買課担当
早 川　　 竜 はやかわ　りゅう 御坂東支所経済担当（新採用見習）
原　　 裕 美 はら　ひろみ 御坂東支所経済担当（嘱託） 八代支所八代給油所担当（嘱託）
鈴 木 歌 織 すずき　かおり 一宮西支所信用課担当 企画総務部総務課（育児休職）
青 栁 好 美 あおやぎ　よしみ 一宮西支所共済課担当（嘱託） 石和支所信用共済担当（嘱託）
岩 間 美 良 いわま　みよし 一宮西支所購買課課長 購買部生活資材課課長
有 賀　　 博 あるが　ひろし 一宮西支所購買課担当 岡部支所指導販売担当
金 井 大 地 かない　だいち 一宮西支所購買課担当（嘱託） 一宮西支所購買課担当（パート）
大 島 理 恵 おおしま　りえ 一宮西支所一宮給油所担当（嘱託） 一宮西支所一宮給油所担当（パート）
野 澤 陽 子 のざわ　ようこ 一宮西支所一宮給油所担当（嘱託） 一宮西支所一宮給油所担当（パート）
牧 野 喜 幸 まきの　きこう 一宮南支所信用共済課長 境川支所支所長代理兼信用共済課長
村 松　　 星 むらまつ　あかり 一宮南支所信用共済担当 境川支所信用共済担当
野澤　由美子 のざわ　ゆみこ 一宮南支所信用共済担当（嘱託） 境川支所購買担当（嘱託）
山 下 裕 昭 やました　ひろあき 一宮南支所支所長代理兼購買課課長 八代支所購買課課長
堀 内　　 智 ほりうち　とも 一宮南支所購買課担当 一宮西支所購買課担当
古屋　雄太郎 ふるや　ゆうたろう 一宮南支所購買課担当 一宮北支所購買課担当
水 谷　　 修 みずたに　おさむ 富士見支所支所長 岡部支所支所長
丸 田 里 奈 まるた　りな 富士見支所信用共済担当 石和支所信用共済担当
渡 邉 美 智 わたなべ　みち 富士見支所信用共済担当 岡部支所信用共済担当
一 瀬 彩 加 いちのせ　あやか 富士見支所信用共済担当（新採用見習）
大 竹 一 彦 おおたけ　かずひこ 富士見支所購買課課長 共済部事故相談課課長
小 澤 由 希 おざわ　ゆき 富士見支所購買課担当 企画総務部電算課担当
望 月 真 史 もちづき　まさし 富士見支所富士見直売所責任者 一宮南支所購買課課長
青 柳 龍 一 あおやぎ　りゅういち 富士見支所富士見第二給油所責任者（嘱託） 富士見支所富士見第二給油所担当（嘱託）

退職者一覧（３月31日付）
大 澤　　 武 おおさわ　たけし 定年退職 参事
平 島 崇 行 ひらしま　たかゆき 依願退職 渉外部渉外担当（中央ブロック境川支所）
柿 嶋 美 任 かきしま　よしとう 依願退職 御所経済支所指導販売担当
小 池 明 寛 こいけ　あきひろ 依願退職 一宮南支所信用共済担当

小 野 洋 子 おの　ようこ 契約満了（再雇用） 中道北支所信用共済担当（嘱託）
越 石 和 昭 こしいし　かずあき 契約満了 渉外部渉外担当（石和ブロック石和支所）嘱託
髙 野 治 幸 たかの　はるゆき 契約満了 一宮南支所購買課担当（嘱託）
雨 宮 幸 香 あめみや　さちか 契約満了 御坂東支所購買課担当（嘱託）
後 藤 道 夫 ごとう　みちお 契約満了 購買部農機自動車センター一宮農機担当（パート）



　

第
43
回　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
梨

農
業
機
械
・
自
動
車

大
展
示
会
開
催　

　

２
月
23
、
24
日
に
甲
斐
市
の
（
学
）

日
本
航
空
学
園
に
て
、
県
下
の
Ｊ
Ａ
・

Ｊ
Ａ
全
農
や
ま
な
し
に
よ
る
「
第
43
回

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
梨
農
業
機
械
・
自
動

車
大
展
示
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

県
下
の
組
合
員
の
皆
様
な
ど
約
３
，

３
０
０
名
が
来
場
し
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
か

ら
も
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
方
に
ご
来

場
頂
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
独
自
型
式
や
全
農
協
同
購
入
低

価
格
農
機
な
ど
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
会
場
内
に
は
各
メ
ー
カ
ー
の
新
型

農
機
、
自
動
車
、
資
材
が
所
狭
し
と
並

び
ま
し
た
。

　

来
場
者
が
目
当
て
と
す
る
農
機
を
体

感
し
よ
う
と
立
ち
寄
る
と
、
担
当
者
が

す
か
さ
ず
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
な
ど
、
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら

説
明
し
、
熱
心
に
聞
き
入
る
来
場
者
の

姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

沢
山
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

春
の
農
業
機
械
・
自
動
車
展
示
会

　

３
月
９
日
、
当
Ｊ
Ａ
御
坂
第
二
共
選

場
に
お
い
て
、
「
春
の
農
業
機
械
・
自

動
車
展
示
会
」
が
開
か
れ
、
小
池
組
合

長
や
役
員
、
各
支
所
、
購
買
部
を
中
心

と
し
た
職
員
39
名
が
参
加
し
、
約
320
名

の
組
合
員
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に

ご
来
場
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
最
新
の
農
業
機
械
、
自
動
車
、
農

業
用
具
、
青
果
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商

品
を
展
示
販
売
し
ま
し
た
。

　

本
所
購
買
部
菱
山
部
長
は
「
晴
天
に

も
恵
ま
れ
、
組
合
員
様
は
じ
め
多
く
の

皆
様
に
ご
来
場
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
農
業
関
連
製
品
を
購
入

さ
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
当
Ｊ
Ａ
の
ご
利

用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
「
書
道
・
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
全
国
大
会

御
坂
西
小
学
校　

学
校
賞
受
賞

　

昨
年
行
わ
れ
た
、
平
成
30
年
度
Ｊ
Ａ

共
済
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
御
坂
西
小
学
校
が
見
事
学

校
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
交
通
安
全
を
祈
願

し
、
小
池
組
合
長
よ
り
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
48
回
日
本
農
業
賞山

梨
県
審
査
会　

　

３
月
13
日
、
当
Ｊ
Ａ
一
宮
西
地
区
統

合
共
選
所
運
営
委
員
会
が
、
第
48
回
日

本
農
業
賞
山
梨
県
審
査
会
の
集
団
組
織

の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
運
営
委
員
会
は
、
生
産
な
ら
び
に

集
出
荷
な
ど
の
共
同
活
動
に
す
ぐ
れ
た

実
績
を
あ
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
審
査
会
は
農
業
に
対
す
る
国
民
県

民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域

社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
農
業
、
国

際
競
争
力
の
あ
る
日
本
農
業
・
本
県
農

業
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
田
市
場
に
桃
の
花
枝
を
贈
呈

桃
産
地
Ｐ
Ｒ　

　

３
月
22
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
山
梨
県
農
畜

産
物
販
売
強
化
対
策
協
議
会
は
、
東
京

都
大
田
区
の
東
京
中
央
卸
売
市
場
大
田

市
場
で
、
市
場
関
係
者
へ
桃
の
花
束
と

桃
の
花
枝
の
装
飾
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

県
農
畜
協
と
小
池
組
合
長
を
は
じ
め



役
職
員
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
２
０
１
４
年
の
大
雪

で
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
は
果
樹
な
ど
約
８
割

の
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
災
害
に
屈
す
る
こ
と
な
く
元

気
に
頑
張
っ
て
い
る
山
梨
の
姿
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
ま
り
、
今

年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

小
池
組
合
長
は
「
贈
呈
し
た
桃
の
花

枝
が
満
開
に
咲
き
み
だ
れ
る
頃
、
産
地

に
は
日
本
一
の
桃
源
郷
が
広
が
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
が
産
地
を
訪
れ
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
嬉
し
い
。
夏
の
出
荷
が

有
利
販
売
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

今
年
度
活
動
ス
タ
ー
ト　

　

３
月
30
日
、
当
Ｊ
Ａ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

は
笛
吹
市
境
川
町
の
ほ
場
で
、
種
ま
き

を
し
ま
し
た
。
管
内
の
小
学
生
を
対
象

に
「
食
と
農
」
の
知
識
を
深
め
て
も
ら

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で

５
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
種
ま
き
の

前
に
、
開
校
式
で
入
校
証
の
授
与
な
ど

が
行
わ
れ
、
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
部
員
と
保

護
者
、
役
職
員
約
80
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
初
の
活
動
は
「
地
産
地
消
」

「
食
の
安
全
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｊ
Ａ
特

産
品
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
６
月
下
旬
に
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体

験
、
５
年
生
６
年
生
を
対
象
に
田
植
え

体
験
や
、
夏
休
み
中
に
直
売
所
で
の
販

売
体
験
、
８
月
に
農
業
を
テ
ー
マ
に
し

た
体
験
ツ
ア
ー
、
11
月
に
稲
刈
り
体
験

と
秋
野
菜
の
収
穫
体
験
、
５
・
６
年
生

が
植
え
た
も
ち
米
を
使
っ
た
も
ち
つ
き

大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
２
団
体
が

や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得　

　　

３
月
、
当
Ｊ
Ａ
一
宮
ブ
ロ
ッ
ク
果
実

販
売
対
策
協
議
会
と
八
代
支
所
ハ
ウ
ス

桃
部
会
は
、
県
が
推
奨
す
る
や
ま
な
し

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

効
率
的
な
管
理
作
業
が
実
践
さ
れ
、
経

営
管
理
の
見
直
し
が
可
能
と
な
り
、
さ

ら
に
生
産
者
自
身
の
農
作
業
環
境
の
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
所
指
導
課
の
高
野
課
長
は
「
Ｊ
Ａ

ふ
え
ふ
き
か
ら
安
全
・
安
心
を
発
信
し

て
い
く
た
め
に
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
は
必
要

で
あ
り
、
今
後
は
全
支
所
で
取
得
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
こ
れ
か
ら
も
や
ま
な
し

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

青
果
物
有
利
販
売
へ

重
点
市
場
と
の
懇
談
会
開
催　

　

４
月
３
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
笛
吹
市
の
華

や
ぎ
の
章
慶
山
で
、
京
浜
や
関
西
地
区

な
ど
の
市
場
26
社
を
招
き
、
今
年
度
の

重
点
市
場
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

小
池
組
合
長
や
武
井
和
仁
峡
東
農
務

事
務
所
長
、
山
下
政
樹
笛
吹
市
長
ら
関

係
者
94
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
小
池
組
合
長
は
、

「
昨
年
は
急
激
な
気
温
上
昇
や
台
風
な

ど
の
影
響
に
よ
り
数
量
は
若
干
下
回
っ

た
も
の
の
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
140
億
９
千
万
円
の
販
売
実
績
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｊ
Ａ
の
使
命
は

安
全
で
安
心
の
美
味
し
い
青
果
物
を
提

供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
市
場
関
係
者
と

連
携
を
取
り
安
定
生
産
・
安
定
供
給

を
図
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍
、
発
展
を
目

指
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し



た
。

　

同
懇
談
会
で
は
、
農
繁
期
前
に
昨
年

の
販
売
実
績
や
市
場
動
向
を
基
に
、
今

年
度
の
販
売
計
画
や
品
目
別
生
育
状
況

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
当
Ｊ
Ａ
の
青
果
物
販
売
に

対
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
東
京
青

果
㈱
な
ど
計
４
社
に
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。

　

山
梨
県
果
実
・
野
菜

生
産
者
大
会
開
催　

　

４
月
５
日
、
全
農
や
ま
な
し
主
催
の

元
、
昭
和
町
の
ア
ピ
オ
甲
府
で
、
平
成

31
年
度
の
山
梨
県
果
実
・
野
菜
生
産
者

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

果
実
・
野
菜
生
産
者
代
表
者
、
取
引

市
場
関
係
者
お
よ
び
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約

800
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
決
議
「
系
統
組
織
一
体
と
な
っ

た
魅
力
あ
る
山
梨
農
業
の
実
現
に
関
す

る
決
議
」
を
発
表
し
た
後
、
大
会
宣
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
青
果
物
生
産
団
体
連

絡
協
議
会
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
専
門
部
会
部

会
長
を
歴
任
さ
れ
た
大
倉
実
様
に
生
産

者
功
労
者
の
部
（
果
実
）
で
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
「
気
象
の
変
化
に
対
応
で

き
る
農
業
を
確
立
し
よ
う
」
な
ど
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
県
内
の
果
実
・
野

菜
の
発
展
を
祈
願
し
、
大
会
は
無
事
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　

笛
吹
市
と
の
災
害
時
に
お
け
る

支
援
協
力
に
関
す
る

協
定
の
締
結
へ　

　

４
月
11
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
笛
吹
市
は
笛

吹
市
役
所
本
館
で
災
害
時
に
お
け
る
物

資
の
保
管
等
に
か
か
る
協
力
に
関
す
る

協
定
書
と
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力

に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

小
池
組
合
長
や
山
下
笛
吹
市
長
ら
関

係
者
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
協
定
は
、
同
市
で
発
生

し
た
災
害
時
に
お
い
て
、
市
施
設
に
開

設
す
る
物
資
集
積
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し

た
と
き
、
救
援
物
資
等
の
一
時
的
な
集

積
場
所
に
共
選
所
等
を
保
管
場
所
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
や
、
葬
祭
資
機
材
や

施
設
の
提
供
に
協
力
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

小
池
組
合
長
は
「
災
害
時
に
日
頃
よ

り
行
政
に
は
復
興
支
援
な
ど
で
お
世
話

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
今
後
は
Ｊ
Ａ
と

し
て
も
災
害
時
に
行
政
の
活
動
に
積
極

的
に
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
共
選
所
施
設
と
葬

祭
セ
ン
タ
ー
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
へ

補
助
教
材
贈
呈　

　

４
月
12
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
笛
吹
市
役
所

で
、
管
内
の
小
学
校
14
校
の
５
年
生
を

対
象
に
、
石
原
常
務
か
ら
笛
吹
市
の
小

澤
教
育
長
へ
補
助
教
材
本
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

補
助
教
材
本
が
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
達
の
食
・
環
境
・
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
事
を
願

い
、
毎
年
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
願
い
を
込
め
て

横
断
旗
・
横
断
旗
入
れ
贈
呈　

　

４
月
16
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
笛
吹
警
察
署

で
横
断
旗
600
本
と
横
断
旗
入
れ
缶
２
０

個
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
か
ら
展
開
さ
れ
る
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
に
伴
い
、
児
童

等
の
通
学
路
に
お
け
る
安
全
な
横
断
と

交
通
事
故
防
止
啓
発
の
資
材
と
し
て
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
交
通
事
故
の
減
少
に
役
立

ち
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

こ
と
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。



◆クビアカスカシバの被害状況と生態
　・クビアカスカシバは、山付地域を中心に近年被害が多くなっている。

　・フェロモントラップ調査等から成虫の発生は、６～８月でピークは６月下旬～７月上旬に羽化し、８月下旬まで

　　産卵が続く。

　・幼虫は、はじめ乳白色であるが齢が進むにつれて赤味を帯びてくる。幼虫は、７月～９月にかけて、主幹部また

　　は、主幹部に近い棚上の枝の粗皮下を溝状に食害する。

　・維管束部を溝状に食害するので樹勢は衰え、寄生数が多いと若木などでは枯死に至る。　

　・終齢幼虫は秋に地上におり、土中にマユをつくりその中で幼虫で越冬する（老齢幼虫は、体長3～4㎝となる）。

◆クビアカスカシバの対策

【耕種的防除】

　・幼虫の寄生を、虫糞やヤニを目安に確認し、捕殺する。（食害が進むとダメージが大きくなるので注意する）

　・耕種的防除として、粗皮はぎが産卵抑制などに効果的である。

　・浅い土中で越冬するため、落葉後の１１月下旬～１２月に中耕する。

【薬剤防除】

　・フェロモントラップ調査での発生消長や、各園の被害状況などを十分に確認する中で、成虫発生初期の６月

　上～中旬（小豆大まで）に、パダンＳＧ水溶剤を、主枝・亜主枝や主幹部にもかかるように散布する。

　・その後は、カサかけ・袋かけ後の散布を徹底する。

　　※パダンＳＧ水溶剤は、散布が遅れると果粉の溶脱が心配されるので、小豆大までの散布とする。

　　※またパダンＳＧ水溶剤は、デラウェアに登録が無いので、隣接園ではサムコルフロアブル１０　５，０００倍を用いる。

サムコルフロアブル10

パダンＳＧ水溶剤

薬　　剤　　名

収穫前日まで、3回以内

収穫21日前まで、5回以内

農薬使用基準

5,000倍

1,500倍

希釈倍率

卵

クビアカスカシバの生活環

クビアカスカシバの発生生態と対策について

越冬

羽化

産卵

加害の様子 老齢幼虫虫糞（被害発見の目安となる）

食害

成虫（６月～８月）

土マユと蛹殻

老齢幼虫は秋に

株元に移動



◆防除対策のポイント

（１）新梢管理の徹底

　　樹勢が強い場合や棚が暗い園では、芽かき・誘引・摘心などの新梢管理を段階的に実施し、棚面の明るさや風通し

　を確保し、薬液が十分に付着するようにする。

（２）発病の確認

　　発生の早い年は、開花期以前に花穂や葉へ発病し、その後多発する傾向があるため、管理作業に合わせて発病の有

　無をこまめに確認し、発病した花穂、果房、葉は、伝染防止のために直ちに取り除き、園外へ持ち出す。

（３）標準散布量の徹底

　・１０ａあたり３００～４００リットルを目安に、新梢の繁茂状況や降雨状況等に応じて散布量を調整する。

・スピードスプレーヤの隔列散布によるかけむら、ほ場外周部の散布不徹底等が指摘される事例もあるため、標準散布

　量の徹底と薬液の付着状況の確認を行うとともに、必要に応じて補助散布を行う。

（４）散布間隔の厳守

・感染から発病までは７～１０日と短いため展葉５～６枚から袋かけまでは１０日以内を目安に予防散布を徹底する。

・低温が続き生育に遅れがみられる場合は、防除暦の生育ステージに合わせて散布を行うと散布間隔があいてしまうた

　め、散布間隔（日数）を優先して薬剤散布を行う。

・次回散布予定日に降雨が予想される場合は、散布を延期せず降雨前に散布する。

・連日降雨が続く場合は、日中でも露がきれた時点に高温に注意し、薬剤防除を行う。

・散布後に連続的な降雨や強い降雨があった場合は、薬液が流され残効が短くなるため、散布間隔を短くする。

・散布時に葉が濡れている場合は、ＳＳの送風ファン等で露を払った後に、丁寧に散布する。

◆べと病菌の生活史

ブドウのべと病の防除対策について

５/下～６/上

連続降雨 葉表に
黄色斑 気温低め

連続降雨

葉裏に
白色斑

風雨で伝染

花穂・幼果

被害落葉
で越冬

べと病菌の生活環（Disease and pestsより改変）

開花前の花穂に発生すると、穂軸や
支梗の一部が、淡褐色（アメ色）と
なり、全体に生気を失い、白色の毛
足の長いカビを生じる。うどんこ病
のカビに似ているが、毛足が長いの
が特徴である。

・病原菌は、落葉した葉の組織内で卵胞子の形態
で越冬する。
・５月頃からの降雨で、適温と湿度を得ると卵胞

子が発芽し、分生胞子を生じ一次伝染源となる。
・その後は、降雨などにより、二次伝染を繰り返
す。５～９月頃まで発生が続く。

・発病の適温は、気温２０～２４℃で、曇雨天が
続くと発生しやすい。



０１２０－６０－４１４３ 

 

ＪＡふえふき ローンセンター は 

 
 
 
 
昨年度は多くの農業者の皆様にご用命をいただきましたことに対し御礼申し上げます。 

今年度も地域に根差した農業者のための金融機関として、皆様のお役に立てるよう担当者一同頑

張って参ります。 

ご好評いただいております『農業近代化資金の無利子化』、「ＪＡバンク利子補給」、「保証料

助成」につきまして、平成 31年度も継続して実施することになりました！ 

農機具の導入や故障による購入、農業用倉庫の建設などをご検討でしたら、お気軽に ローン

センター までご連絡下さい。 

 

 

・春になって農作業が急に忙しくなったけど、機械の調子がいまいちだなぁ 

 ・今年の秋くらいにＳＳの更新がタイミングかなぁ 

・収穫量が増えてきて作業場が狭くて不便だから、そろそろ建て替えたいなぁ 

そんな時は・・・ローンセンターにお問い合わせ！ 

農業近代化資金  ＪＡ農機ハウスローン 

JA営農ローン 
 

農業近代化資金 

→ ご負担いただく金利は、行政機関およびＪＡグループからの利子補給を受け、当初５年

間は“０％”、保証料についても実質“0円”になる制度を継続しております。 

ＪＡ農機ハウスローン 

→ ご負担いただく金利は、当初３年間はＪＡグループからの“最大 1％の利子補給”が受け 

られ、保証料についても実質“0円”になる制度を継続しております。 

ＪＡ営農ローン（当座貸越タイプ） 

→ご負担いただく金利は、年 3.475％となります。連帯保証人を 1名つけていただきます。 

ただし、上記 3 資金をご利用いただくには条件がございますので、詳しくはローンセンター 

までお問合せ下さい。 

                                ローン  ヨイ  シン  サ 

こんなことでお困りではありませんか？ 
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②
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③
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ふ
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ご
要
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前号の
答　え

前 号 の 答 え

　

ふ
え
ふ
き
だ
よ
り
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
十
名
の
方
に

粗
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ふ
え
ふ
き
だ
よ
り

に
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
作

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

パプリカのスパイシースープ
■材料（４人分）
　Ａ〔パプリカ　３個、レンコン
　　200ｇ、タマネギ　中２個、
　　ジャガイモ　小４個、ナス
　（皮をむく）　３本、豚バラス
　　ライス　200ｇ〕
　Ｂ〔水　2400ml、タカノツメ
　　４本、サラダ油　大さじ３、
　　塩　大さじ１と１/２、和風
　　だし（粉末）　５g〕
　Ｃ〔カットトマト　１缶（400g）、カレー粉　大さじ２〕
　Ｄ〔ミックスビーンズ　１缶（110g）、パセリ（みじん切り）　適宜〕
■作り方
　1　Ａの材料を一口大に切り、Ｂと一緒に鍋に入れ、あくが出たら取り
　　　ながら野菜が煮えるまで中火で煮る。
　2　弱火に落とし、Ｃを入れ10分ほど煮込む。
　3　器にスープを盛り付け、Ｄを散らして出来上がり。

パプリカとタコのサラダ
■材料（４人分）
　タコ足　２本
　Ａ〔パプリカ　３個、塩昆布　10g、
　　ニンニク（すりおろし）　１片、
　　オリーブ油大さじ１、ケーパー（み
　　じん切り）　10粒、塩　適宜、
　　レモン汁　大さじ１、　ホワイト
　　セロリ　適宜〕

■作り方
　1　タコはぶつ切りにする。
　2　Aをボウルに合わせ1と混ぜ、器に盛り付ける。

５ ８ ６ ３ １ ７ ９ ２ ４

１ ２ ３ ８ ９ ４ ７ ６ ５

９ ４ ７ ６ ５ ２ ８ ３ １

７ ６ １ ２ ８ ５ ３ ４ ９

３ ５ ２ ７ ４ ９ ６ １ ８

８ ９ ４ １ ３ ６ ２ ５ ７

２ ７ ５ ４ ６ ８ １ ９ ３

６ ３ ９ ５ ７ １ ４ ８ ２

４ １ ８ ９ ２ ３ ５ ７ ６

郵便はがきに、右記の要領
で記入しお送りください。

◎締　切　５月31日（金）消印有効
◎当選者を誌面で発表するとともに、
　粗品をお送りさせていただきます。
　また、お寄せいただいたご意見、
　個人情報等は、当組合の広報紙及
　び事業運営のみに参考にさせて頂
　きます。

数独 Q 二重枠に入った数字
の合計はいくつ？

出題・ニコリ
ルール
⑴　空いているマスに、１から９までの数字のどれ
　　かを入れます。
⑵　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれ
　　た３×３のブロック（それぞれのマスあるブロ
　　ックが９つ）のいずれにも１から９までの数字
　　が１つずつ入ります。

９

７ １ ２

８ ４ １

３ ５

５ １ ８

２ ７

４ ３ ６

１ ２

４ ３ ９

３ ５ ８
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富
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新鮮食材で楽しくクッキング



トラクター ｽﾋﾟｰﾄﾞｽﾌﾟﾚﾔｰ 乗用モア 歩行型ﾃｲﾗｰ

高所作業機 動力運搬車

自賠責共済（保険）契約を締結できない農耕作業用小型特殊自動車（例）

自賠責共済（保険）契約の締結が必要となる自動車（例）

万が一に備えて ＪＡの自動車共済

ご契約例（共済期間１２か月の新規契約）

共済掛金（一時払）

11,970円

プラス

合計 33,720円 合計 36,540円

自賠責共済（保険）

の加入が必要

お問い合わせは

（農業用薬剤散布車）

等級：６Ｄ等級（事故有係数適用期間：０年）

◆対人賠償：無制限

◆対物賠償：無制限（免責０万円・対物超過修理費用保障付）

◆人身傷害保障：３，０００万円（被共済者限定有）

運転者年齢条件：年齢を問わず保障

自動継続割引：有

ご契約例（共済期間１２か月の新規契約）
等級：６Ｄ等級（事故有係数適用期間：０年）

◆対人賠償：無制限

◆対物賠償：無制限（免責０万円・対物超過修理費用保障付）

◆人身傷害保障：３，０００万円（被共済者限定有）

運転者年齢条件：年齢を問わず保障

自動継続割引：有

共済掛金（一時払）

25,850円

自賠責共済１２か月 7,870円 自賠責共済２４か月 10,690円

■公道を走行するためには、ナンバープレートが必要となります。

または

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、

「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。

また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」

および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。 （18159990018）

ＪＡふえふき 各支所窓口まで

※１

※１

※２

※２

※３

※３

※１詳しくはお近くのＪＡ（または担当者）にお問い合わせください。

※２割引の適用には所定の条件があります。

※３平成３０年４月時点の共済掛金です。（本土）

自賠責共済セット割引：有※２

※３ ※３


